
（別紙４）

～ 令和７年　２月２１日

（対象者数） 4人 （回答者数） ３人

～ 令和７年　２月２１日

（対象者数） ３人 （回答者数） ３人

～ 令和７年　２月２１日

（対象数） 4施設 （回答数） ２施設

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 連携できる施設を増やす

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

訪問側、保護者側、訪問する当事業者3者で保育所等訪問が本

当に必要であるか、ニーズ整理してから行う。

2

3

多職種がそろっている。

　公認心理師・臨床心理士・言語聴覚士・作業療法士 ニーズに合わせて訪問する職員を決めている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

訪問にいく時間を設けることが難しい
限られた時間の中で訪問し、ニーズ解決には時間を要する場合

がある。

令和７年　１月　２４日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和７年　４月　２５日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和７年　１月　２４日

○事業所名 子ロバキッズひろば

○保護者評価実施期間 令和７年　１月　２４日

○保護者評価有効回答数

保育所等訪問支援事業所における自己評価総括表公表


